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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ドミトリーのベッドで、ボックス状に形成され
た寝台部分の内部空間でプライバシーを維持して、睡眠
的により改良された、更に詳しくは使用者の好みや体格
に合わせて使用できるドミトリー用二段ベッドを提供す
る。
【解決手段】木製長方体箱型二段ベッドとして，各ベッ
ドの裏面と両側面の囲い板を張って、表面の上段と下段
に半分の開口部３と目隠し板部５を設けているボックス
状にした二段ベッドにおいて、上段の開口部３と下段の
開口部３とを左右別々側に設け、下段の閉口部３に上段
に登る梯子１１を取り付け、目隠し板部５をベッドの頭
部側になるように、側板面に照明と収納箱の箱型容器を
張り付けて、ベッドとして合板床板上に畳敷物１５を敷
いた各寝台部になって、上段の寝台部と下段の寝台部と
２枚の目隠し板と梯子に組み立て分解できるようになっ
ている簡易ドミトリー用二段ベッドである。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
木製長方体箱型二段ベッドとして，各ベッドの裏面と両側面の囲い板を張って、表面の上
段と下段に半分の開口部と目隠し板部とを設けているボックス状にした二段ベッドにおい
て、上段の開口部と下段の開口部とを左右別々側に設け、下段の閉口部に上段に登る梯子
を取り付け、目隠し板部をベッドの頭部側になるように、側板面に照明と収納箱の箱型容
器を張り付けて、ベッドとして合板床板上に畳敷物を敷いた各寝台部になって、上段の寝
台部と下段の寝台部と２枚の目隠し板と梯子とを分解と組み立てできるようになっている
ことを特徴とする簡易ドミトリー用二段ベッド。
【請求項２】
長方体箱型二段ベッドは、骨格枠体部で上段と下段に分割できるようになって、全体の寸
法として奥行き９００～１２００ｍｍ、長さ２０００～２４００ｍｍ、高さ２０００～２
５００ｍｍであり、前記の開口部は縦横１０００～１２００ｍｍにして、寝台部を幅８０
０～１１００ｍｍ、長さ１９００～２３００ｍｍで、同形の敷物を敷いた畳ベッドであり
、下段の寝台部の頭部側と足元側とに配した一対の脚部を設けて、寝台部に合板床板を敷
いて、畳敷物を敷き替え可能にしていることを特徴とする請求項１に記載の簡易ドミトリ
ー用二段ベッド。
【請求項３】
前記木製長方体箱型二段ベッドの骨格部材として、天井部の枠材、及ぶ上段寝台部の枠材
、及び下段寝台部の枠材には、厚さ５０～１００ｍｍ、幅５０～１５０ｍｍ、縦柱部には
、厚さ７０～１００ｍｍ、幅７０～１００ｍｍの木製角板材にして、裏板及び側板として
３～１０ｍｍの木製平板、目隠し板の前板として５～１５ｍｍの木製平板で囲っており、
下段の目隠し板の上縁に梯子を下向きフック部材で係止して、開口部の上面にカーテンレ
ール取り付けて、開閉可能なカーテンを装着できるようになっていることを特徴とする請
求項１、又は請求項２に記載の簡易ドミトリー用二段ベッド。
【請求項４】
前記寝台部における合板床上に敷く畳敷物は、藺草畳表と不織布、発砲スチロールと合板
からなる厚さ２０～４０ｍｍで、幅８００～１１００ｍｍ、長さ８００～１１００ｍｍで
正方形の軽量畳であって、前記裏板及び側板として３～１０ｍｍの木製平板に使用される
板材として、寝台部の内面には化粧板、又は磁着できるマグネット吸着化粧板を使用して
張られていることを特徴とする請求項１～請求項３のいずれかに記載の簡易ドミトリー用
二段ベッド。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、ドミトリーのベッド装置に係わり、ボックス状に形成された寝台部分の内部
空間でプライバシーを維持して、睡眠的により効率的に活用し得るように改良された、更
に詳しくは使用者の好みや体格に合わせて使用形態を変更可能にした簡易ドミトリー用二
段ベッドに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
最近多くの旅行者が日本に押し寄せてくる。その場合に宿泊設備が不足して、ドミトリー
が求められている。このドミトリー（ｄｏｒｍｉｔｏｒｙ）とは、ユースホステルやゲス
トハウス・一部の民宿（いわゆる「ユース民宿」）や山小屋などの宿泊施設において、相
部屋を前提とした部屋であって、これらの施設での使用される簡易ベッドが要望されてい
る。
【０００３】
一般に二段ベッドとして、先ず、上段をベッド部とするとともに、下段を作業空間部とし
、該作業空間部に机を配してなるベッドと机の組合せ家具であって、前記ベッド部の四隅
を支持する４本の支柱のうち、正面側の一対の支柱間を開放部とし、他の支柱間を上下に
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間隔を置いて複数の横桟で連結するとともに、該横桟を利用して棚板等のオプションを係
止可能としてなることを特徴とするベッドと机の組合せ家具が開示されている。ここで、
前記下段の作業空間部には机とともに書棚を配置している（特許文献１参照）。
【０００４】
　また、上段に位置した平面視四角形のベッド部と、ベッド部の下方に配置した机天板と
、机天板及びベッド部を支持するため左右の支持枠とを備えており、前記机天板の左右側
端部を、左右の支持枠に形成した前後長手のサイド横桟に載置し、机天板とサイド横桟と
をねじ等のファスナーで固定しているベッドと机との組合せ家具が開示されている（特許
文献２参照）。
【０００５】
　何れの特許文献記載のベッド部も、従来から公知の上下分離可能な二段ベッドにおける
上部ベッド部と同様に、頭部側と足元側に配した一対の脚部の両側部間にそれぞれ側柵体
を連結するとともに、前記脚部と側柵体の内面側にそれぞれ突設した突条に底面部材の周
囲を載支して構成しているが、側柵体は脚部に対して固定的であり、従って底面部材の高
さも一定である。
【０００６】
寝台として上段と下段からなり、上段にサイドフレームをつけ、下段をボックス状にした
二段ベッドにおいて、下段の内部を、その横幅方向に複数の細長い区画室に区画し、これ
ら区画室のうちの少なくとも１つには、上面開口を設け、この開口を寝台部分の床板を兼
ねる蓋板により開閉自在に塞いだ二段ベッドが提案されている（特許文献３参照）。
【０００７】
頭部側と足元側に配した一対の脚部の両側部間にそれぞれ側柵体を連結するとともに、前
記脚部と側柵体の内面側にそれぞれ突設した突条に底面部材の周囲を載支してなるベッド
装置であって、前記側柵体は、上下に間隔を置いて同一形状の板材からなる柵部材を並設
するとともに、その間を複数の連結片で間欠的に連結したものであり、前記脚部に対して
高い位置と低い位置とに付け替え可能であり、前記側柵体に固定した前記突条の高さに応
じて、前記脚部の突条を付け替え可能としたベッド装置が提案されている（特許文献４参
照）。
【０００８】
ドミトリーの二段ベッド、あるいは民宿などの宿泊設備としても二段ベッドについては、
相部屋の宿泊に使用されるベッドについてはほとんど提案があない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開平２００４－０２４４２５号公報
【特許文献２】特開平２００６－０５５５３９号公報
【特許文献３】実用新案登録第３０９２６６１号公報
【特許文献４】特開２００６－６７８２０号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【００１０】
　そこで、本考案が前述の状況に鑑み、解決しようとするところは、寝台部分の内部空間
でプライバシーを維持して、睡眠的により効率的に活用し得るように改良された、更に詳
しくは使用者の好みや体格に合わせて使用形態を変更可能にしたドミトリー用二段ベッド
である。頭部側と足元側に配したそれぞれ側柵体を連結するとともに、前記脚部と側柵体
の内面側にスノコ状戸床板で載支してなる通気性良くしたベッド装置において、使用者の
好みや体格に応じて脚部に対する側柵体の取付位置を可能とにして、底面部材の支持強度
が高く、また梯子の装着姿勢を一定にすることが可能なドミトリー用二段ベッドを提供す
る点にある。
【課題を解決するための手段】
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【００１１】
本考案は、前述の課題解決のために、木製長方体箱型二段ベッドとして，各ベッドの裏面
と両側面の囲い板を張って、表面の上段と下段に半分の開口部と目隠し板部を設けている
ボックス状にした二段ベッドにおいて、上段の開口部と下段の開口部とを左右別々側に設
け、下段の閉口部に上段に登る梯子を取り付け、目隠し板部をベッドの頭部側になるよう
に、側板面に照明と収納箱の箱型容器を張り付けて、ベッドとして合板床板上に畳敷物を
敷いた各寝台部になって、上段の寝台部と下段の寝台部と２枚の目隠し板と梯子に組み立
て分解できるようになっていることを特徴とする簡易ドミトリー用二段ベッド。
【００１２】
長方体箱型二段ベッドは、骨格枠体部で上段と下段に分割できるようになって、全体の寸
法として奥行き９００～１２００ｍｍ、長さ２０００～２４００ｍｍ、高さ２０００～２
５００ｍｍであって、開口部は縦横１０００～１２００ｍｍであって、寝台部を幅８００
～１１００ｍｍ、長さ１９００～２３００ｍｍで、同形の敷物を敷いたベッドであり、下
段の寝台部の頭部側と足元側に配した一対の脚部を設けて、寝台部に合板床板を敷いて、
畳敷物を置き替え可能としていることを特徴とする請求項１に記載の簡易ドミトリー用二
段ベッド。
【００１３】
前記木製長方体箱型二段ベッドの骨格部材として、天井部の枠材、及ぶ上段寝台部の枠材
、及び下段寝台部の枠材は、厚さ５０～１００ｍｍ、幅５０～１５０ｍｍで、縦柱部に厚
さ７０～１００ｍｍ、幅７０～１００ｍｍの木製角板材にして、裏板及び側板として３～
１０ｍｍの木製平板、目隠し板の前板として５～１５ｍｍの木製平板で囲っており、下段
の目隠し板の上縁に梯子を下向きフック部材で係止して、開口部の上面にカーテンレール
取り付けて、開閉可能なカーテンを装着できるようになっていることを特徴とする請求項
１、又は請求項２に記載の簡易ドミトリー用二段ベッド。
【００１４】
前記寝台部における合板床上に敷く畳敷物は、藺草畳表と不織布、発砲スチロールと合板
からなる厚さ２０～４０ｍｍで、幅８００～１１００ｍｍ、長さ８００～１１００ｍｍで
正方形の軽量畳であって、前記裏板及び側板として３～１０ｍｍの木製平板に使用される
板材として、寝台部の内面には化粧板、又は磁着できるマグネット吸着化粧板を使用して
張られていることを特徴とする請求項１～請求項３のいずれかに記載の簡易ドミトリー用
二段ベッド。
【考案の効果】
【００１５】
寝台部分の内部空間でプライバシーを維持することができて、しかも睡眠時に健やかに安
眠を効率的にできるように雰囲気的に、環境的に得るように改良された、更に詳しくは使
用者の好みや体格に合わせて使用形態を変更可能にしたドミトリーに適した二段ベッドに
なった。前記畳である寝台部で側柵体の内面側にスノコ状戸床板で載支してなる通気性良
くしたベッド装置になっており、使用者の好みや体格に応じて脚部に対する側柵体の取付
位置を可能にして、底面部材の支持強度を維持して、また梯子の装着姿勢を一定にするこ
とが可能なドミトリー用二段ベッドを提供することができた。
【００１６】
前記ベッド装置で寝台部とするとともに、作業空間部とし、該作業空間部に机と書棚を配
してなるベッドと作業机の組合せたベッド部であり、あるいは二段ベッドにおける上段寝
台部と下段寝台部であると、寝台部内部の実効的な高さである底面部材の高さと側柵体の
高さを適切に調節されていることができ、それにより体格の大きな方では高い態様として
、ベッド部より下方の空間の有効利用を図ることができ、上段の寝台部へ容易に登ること
ができるのである。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】簡易ドミトリー用二段ベッドの斜視図である。Ａ：正面からの　Ｂ：裏面からの
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【図２】簡易ドミトリー用二段ベッドの正面図、側面図、平面図である。Ａ：正面図　Ｂ
：側面図　Ｃ：平面図
【図３】本考案に係る二段ベッドを適用した、ベッド骨格枠体、目隠し板、床板、畳敷物
、梯子を分解、組み立てた態様図である。Ａ：部品への分解図　Ｂ：組み立て図
【図４】簡易ドミトリー用二段ベッドを、民宿などで使用状態図である
【考案を実施するための形態】
【００１８】
　次に、添付図面に示した実施形態に基づき、本考案を更に詳細に説明する。図１及び図
２はドミトリー用二段ベッドの設置態様、図３は体格が各部品の分解、組み立ての態様を
示し、その次に本考案の詳細を説明する。
【実施例１】
【００１９】
図１に示すように木製の長方体箱型二段ベッドとして裏面と両側面に囲い板を張って、表
面の上段と下段に半分程度の開口部を設けているボックス状にした二段ベッドにおいて、
上段の開口部と下段の開口部とを左右別々側に設け、下段の閉口部に上段に上る梯子を取
り付け、開口部をベッドの頭部側になるように、側板の内面に照明と収納箱の箱型容器を
張り付けて、ベッドとして畳を敷いた各寝台部にしているドミトリー用二段ベッドであっ
た。
【００２０】
図２に示すように長方体箱型二段ベッドは、奥行き１０５０ｍｍ、長さ２２００ｍｍ、高
さ２４００ｍｍであって、開口部は縦横１０００ｍｍであって、寝台部を幅９１０ｍｍ、
長さ２０６０ｍｍで、同形の畳みベッドであり、下段の寝台部の頭部側と足元側に配した
一対の脚部を設けているドミトリー用二段ベッドにした。
【００２１】
図３Ａに示すように、各部品を組み立てて、図３Ｂのような二段ベッドである前記木製の
長方体箱型二段ベッドの骨格部材として、天井部の枠材、及ぶ上段寝台部の枠材、及び下
段寝台部の枠材は、厚さ５０ｍｍ、幅１２０ｍｍで、縦柱部に厚さ７０ｍｍ、幅７０ｍｍ
の木製角板材にして、裏板及び側板として５ｍｍの木製平板、前板として７ｍｍの木製平
板で囲っており、上段の枠材の上縁に、梯子の上段に設けた下向きフック部材を係止して
、該梯子を装着できるようにし上段に登れるようにした。また各段の上部にはカーテンレ
ールを取り付けて、開口部にはカーテンで睡眠中は閉めるようにした。
【００２２】
寝台部の畳みベッドは、藺草畳表と不織布、発砲スチロールと合板からなる半畳用のもの
で、厚さ３０ｍｍで、幅９００ｍｍ、長さ９００ｍｍで正方形の軽量畳であって、前記裏
板及び側板として３ｍｍの木製平板に使用される板材を使用した。この二段ベッドは図４
に示すように，民宿に並べて使用した。この目隠し板を使用することにより、部分的にプ
ライバシーが保持できて、安心感がもたれた。さらに分解が容易であって、取り外しが可
能であった。
【実施例２】
【００２３】
実施例１と材料、寸法が異なる同様なニ段ベッドを製作した。
図２に示すように長方体箱型二段ベッドは、奥行き１０００ｍｍ、長さ２３００ｍｍ、高
さ２４５０ｍｍであって、開口部は縦横９８０ｍｍであって、寝台部を幅９００ｍｍ、長
さ２１００ｍｍで、同形の畳みベッドであり、各段の高さが１２００ｍｍで、下段の寝台
部の頭部側と足元側に配した一対の脚部を設けているドミトリー用二段ベッドにした。
【００２４】
図３Ａに示すように、分解できる各部品を組み立てて、図３Ｂのような二段ベッドである
前記木製の長方体箱型二段ベッドの骨格部材として、天井部の枠材、及ぶ上段寝台部の枠
材、及び下段寝台部の枠材は、厚さ５０ｍｍ、幅１２０ｍｍで、縦柱部に厚さ７０ｍｍ、
幅７０ｍｍの木製角板材にして、裏板及び側板として５ｍｍの木製平板、前板として７ｍ
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ｍの木製平板で囲っており、上段の枠材の上縁に、梯子の上段に設けた下向きフック部材
を係止して、該梯子を装着できるようにし上段に登れるようにした。また各段の上部には
カーテンレールを取り付けて、開口部にはカーテンで睡眠中は閉めるようにした。
【００２５】
寝台部の畳みベッドは、藺草畳表と不織布、発砲スチロールと合板からなる半畳用のもの
で、厚さ３０ｍｍで、幅９００ｍｍ、長さ９００ｍｍで正方形の軽量畳であって、前記裏
板及び側板として３ｍｍの木製平板に使用される板材を使用した。この二段ベッドは図４
に示すように，民宿に並べて使用した。この目隠し板を使用することにより、部分的にプ
ライバシーが保持できて、安心感がもたれた。さらに分解が容易であって、取り外しが可
能であった。
なお前記裏板及び側板内側に３～１０ｍｍの木製平板に使用される板材として、寝台部の
内面には化粧板、又は磁着できるマグネット吸着化粧板を使用して張られた。それに取り
付け容易なマグネット付き照明器具と棚箱を設置した。
【符号の説明】
【００２６】
１　長方体箱型二段ベッド
２　寝台部
３　開口部、
４　閉口部
５　目隠し板
７　上段ベッド
８　下段ベッド
９　側板、
１０　裏板
１１　梯子
１２　化粧板
１３　照明装置
１４　脚部
１５　畳敷物
１６　天板
１７　手摺
１８　カーテンレール
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【手続補正書】
【提出日】平成30年3月29日(2018.3.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
木製長方体箱型二段ベッドとして，各ベッドの裏面と両側面の囲い板を張って、表面の上
段と下段に半分の開口部と目隠し板部とを設けているボックス状にした二段ベッドにおい
て、上段の開口部と下段の開口部とを左右別々側に設け、下段の閉口部に上段に登る梯子
を取り付け、目隠し板部をベッドの頭部側になるように、側板面に照明と収納箱の箱型容
器を張り付けて、ベッドとして合板床板上に畳敷物を敷いた各寝台部になって、上段の寝
台部と下段の寝台部と２枚の目隠し板と梯子とを分解と組み立てできるようになっている
ことを特徴とする簡易ドミトリー用二段ベッド。
【請求項２】
長方体箱型二段ベッドは、骨格枠体部で上段と下段に分割できるようになって、全体の寸
法として奥行き９００～１２００ｍｍ、長さ２０００～２４００ｍｍ、高さ２０００～２
５００ｍｍであり、前記の開口部は縦横１０００～１２００ｍｍにして、寝台部を幅８０
０～１１００ｍｍ、長さ１９００～２３００ｍｍで、同形の敷物を敷いた畳ベッドであり
、下段の寝台部の頭部側と足元側とに配した一対の脚部を設けて、寝台部に合板床板を敷
いて、畳敷物を敷き替え可能にしていることを特徴とする請求項１に記載の簡易ドミトリ
ー用二段ベッド。
【請求項３】
前記木製長方体箱型二段ベッドの骨格部材として、天井部の枠材、及ぶ上段寝台部の枠材
、及び下段寝台部の枠材には、厚さ５０～１００ｍｍ、幅５０～１５０ｍｍ、縦柱部には
、厚さ７０～１００ｍｍ、幅７０～１００ｍｍの木製角板材にして、裏板及び側板として
３～１０ｍｍの木製平板、目隠し板の前板として５～１５ｍｍの木製平板で囲っており、
下段の目隠し板の上縁に梯子を下向きフック部材で係止して、開口部の上面にカーテンレ
ール取り付けて、開閉可能なカーテンを装着できるようになっていることを特徴とする請
求項１、又は請求項２に記載の簡易ドミトリー用二段ベッド。
【請求項４】
前記寝台部における合板床上に敷く畳敷物は、藺草畳表と不織布、発砲スチロールと合板
からなる厚さ２０～４０ｍｍで、幅８００～１１００ｍｍ、長さ８００～１１００ｍｍで
正方形の軽量畳であって、前記裏板及び側板として３～１０ｍｍの木製平板に使用される
板材として、寝台部の内面には化粧板、又は磁着できるマグネット吸着化粧板を使用して
張られていることを特徴とする請求項３に記載の簡易ドミトリー用二段ベッド。
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